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内容の要旨および審査の結果の要旨

ウシのHCZemOPhiJuSsom几us感染症は放牧中の若令牛を侵し，外気温差の著しい春先や秋口に突発

性に発症，数時間から24時間以内に死に到る重篤な疾患である。Ｈｓｏｍ几usはもともとウシの気道に常

在するグラム陰性，短小桿菌であるが，発症の際には髄膜脳炎，全身の細血管のフィブリン血栓研内毒素

血症などヒトの播種性血管内凝固症候群（DIC）に類似する病態を示すとも言われている。しかしが感染

牛は突然死をするためにその病態は十分把握されていない現状である。そこで，本研究では野外症例の３

頭を精査し，更に本菌の野外株から菌液およびその内毒素（lipopolysaccharide,LPS）を調整して実験

モデルを作成し，凝固・線溶動態と病理組織学的所見を比較し『本疾患の病変修飾を検討した。得られた

成績は次のように要約される。

１．臨床例３頭からＨ・som7Lusを検出した。病理組織学的には血栓栓塞性髄膜脳炎であり，壊死巣とマ

クロファージ内にＨ､som7Lus抗原を免疫組織学的に同定することができた。

２．ウサギのモデル実験における髄膜炎の発生は，菌液を第一頚椎硬膜下に注入したＡ群で１／６，菌液

注入24時間後にLPSを静注したＢ群では２／４であった。

３．Ａ群ではエンドトキシン（Ent）が一過性に上昇，つづいてフィプリン／フィブリノーゲン分解産物

（FDP）が上昇する経過をたどり回復した。回復した５羽中全羽に胃糸球体にフィプリン血栓が，３羽

に血栓性肺動脈内膜炎がみられた。

４．Ｂ群ではLPS投与後６時間以内に４羽全羽が死亡した。このうち２羽には髄膜脳炎とEntの高値が，

他の２羽にはEntとFDPの高値が認められ，DICに相当するフィブリン血栓の多発をみた。

血液凝固・線溶動態はともにプロトロンビン時間と活性部分トロンポプラスチン時間の反応遅延，ＦＤ
ＰとEntの増加が確認された。

５．電顕的に冑糸球体を観察した結果，血栓形成に加えて全例に血管内被細胞の腫大と変性をみた。

以上より，HSOm7LUS感染症は,~何らかの環境因子のもとで本菌が増殖し，その菌体がマクロフアー

ジや好中球によって破壊され，Ⅱntを遊離，血栓栓塞性髄膜脳炎あるいはDIOを誘発して突然死を引き起

こす疾患であること，すなわちその病態は局所および全身性のシュワルツマン反応であること力浮Ｉ明した。
従って本研究はこれまで把握のできなかったＨ・som7zus感染症発病の病態を実験モデルを初めて作成し

て解明したものであり，学位論文に値するものと評価された。
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